
戦略１ 国際標準化特定戦略分野における国際標準の獲得を通じた競争力強化

今後、世界的な成長が期待され、我が国が優れた技術を有する産業分野を「国際標準化特定戦略分野」として選択と集中を行い、まず注力す
べき7分野について、国際競争力強化につながる国際標準の獲得や知財活用を行うための知的財産マネジメントを推進する。

これまでのデジュール標準に限定した支援のみならず、我が国産業の競争力強化に資するフォーラム標準も含めた国際標準化活動を総合的
に支援する。

知的財産推進計画2010（H22.5.21知財本部） （抜粋）

＜国際標準化特定戦略分野＞ （総務省関連部分抜粋）

分野 担当府省

5 エネルギーマネジメント（スマートグリッド、創エネ・省エネ技術、蓄電池） 総務省、経産省

6 コンテンツメディア（クラウド、3D、デジタルサイネージ、次世代ブラウザ） 総務省、経産省

９．知的財産・標準化戦略とクール・ジャパンの海外展開

日本の強みを成長につなげる取組を強化する。
知的財産の積極的な取得・活用、特定戦略分野の国際標準獲得に向けたロードマップの策定、今後創設される「科学・技術・イノベーション戦

略本部（仮称）」（総合科学技術会議の改組、知的財産戦略本部の見直し）の活用を進める。

新成長戦略（H22.6.18閣議決定） （抜粋）

3（５）ⅲ 情報通信技術グローバルコンソーシアムの組成支援
＜短期2010年 2011年＞
総務省：経済産業省と連携して、コンソーシアム構築を支援するほか、情報通信技術関連システムの海外展開に関連する我が国の技術の国際

標準化、（略）を推進。
＜中期2012年、2013年＞
総務省：経済産業省と連携して、先行成功事例のモデル化や地域特有のノウハウを蓄積し、それらをフィードバック。短期の成果を検証した上で、

国際標準化戦略を修正し再度実施。

新たな情報通信技術戦略（H22.5.18IT戦略本部） （抜粋）

知的財産戦略本部等における検討概要
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